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道　標

な
た
と
と
も
に
」
と
こ
た
え
る

こ
と
と
、
「
主
よ
、
あ
わ
れ
み

た
ま
え
」
が
「
主
よ
、
い
つ
く

し
み
を
」
の
二
つ
で
す
。
皆
さ

ま
に
と
っ
て
、
何
故
今
更
、
こ

の
よ
う
な
言
葉
の
変
更
が
な
さ

れ
る
の
か
疑
問
に
思
わ
れ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
説
明

い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
典
礼
の
原
則
に
つ
い

て
お
話
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
各
宗
教
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有

の
典
礼
（
儀
式
）
を
持
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
典
礼
で
用
い

ら
れ
る
仕
草
や
言
葉
は
、
そ
の

宗
教
の
教
義
の
内
容
を
正
し
く

表
現
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
も
し
、
仕
草
や
言
葉
が

教
義
を
ゆ
が
め
、
そ
こ
か
ら
信

者
を
離
反
さ
せ
る
よ
う
な
結
果

に
な
る
と
そ
の
宗
教
そ
の
も
の

が
瓦
解
し
か
ね
ま
せ
ん
。
ラ
テ

ン
語
で
の
原
則
で
表
現
す
る
な

ら
、
“
L
ex O
randi est L
ex

C
redendi”
つ
ま
り
、
「
祈
り

（
典
礼
）
の
法
則
は
信
仰
（
教

義
）
の
法
則
で
あ
る
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
典
礼
で
使
わ
れ

て
い
る
言
語
は
、
現
在
、
各
国

語
（
自
国
語
）
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
50
年
前
か
ら

の
話
で
す
。

70
歳
以
上
の
信
者
さ
ん
は
記

憶
に
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
50

年
前
は
、
全
世
界
ど
こ
で
も
ミ

サ
は
ラ
テ
ン
語
で
唱
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
第
二
バ

チ
カ
ン
公
会
議
（
１
９
６
３
〜

１
９
６
５
年
）
の
決
定
に
よ

り
、
自
国
語
で
唱
え
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
の
で
す
。

つ
ま
り
、
そ
の
時
点
か
ら
、

ミ
サ
の
規
範
版
で
あ
る
ラ
テ
ン

語
版
か
ら
自
国
語
に
翻
訳
す
る

作
業
が
必
要
に
な
っ
て
来
た
訳

で
す
。
た
だ
気
を
付
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
原
語
の
持

つ
意
味
内
容
を
正
確
に
同
価
値

の
他
の
原
語
に
移
し
替
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
が

課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
先
の
「
祈
り
の

法
則
は
信
仰
の
法
則
」
で
あ
る

教
区
の
皆
さ
ま
、
お
元
気
で

す
か
。
今
回
は
「
ミ
サ
の
カ
テ

ケ
ー
ジ
ス
」
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。
「
ミ
サ
の
カ
テ
ケ
ー
ジ

ス
」
は
２
０
２
２
年
の
教
区
目

標
と
し
て
、
今
年
６
月
の
司
祭

集
会
で
司
祭
団
に
公
表
さ
れ
、

同
じ
く
９
月
の
同
集
会
で
再
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
教
区
で
働
く

司
祭
方
は
そ
れ
ぞ
れ
、
こ
の
教

区
目
標
に
沿
っ
て
宣
教
司
牧
に

励
ま
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
教
区
目
標
を
設
定
し
た

の
に
は
一
つ
の
理
由
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
今
年
の
待
降
節

第
１
主
日
（
11
月
27
日
）
か
ら

ミ
サ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
言
葉

が
、
い
く
つ
か
変
更
さ
れ
る
か

ら
で
す
。

皆
さ
ま
信
徒
に
と
っ
て
変
更

さ
れ
る
言
葉
は
、
主
に
二
つ
で

す
。
一
つ
は
、
「
主
は
皆
さ
ん

と
と
も
に
」
と
の
司
祭
の
呼
び

か
け
に
対
し
て
、
「
ま
た
、
あ

と
い
う
原
則
か
ら
く
る
要
求
で

あ
り
ま
す
。

日
本
の
教
会
の
場
合
、
現
在

使
用
さ
れ
、
慣
れ
親
し
ん
で
い

る
「
ミ
サ
典
書
」
は
実
際
に

は
、
１
９
７
８
年
に
暫
定
版
と

し
て
、
ロ
ー
マ
か
ら
承
認
を
受

け
た
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、

45
年
近
く
使
わ
れ
て
い
る
の

で
、
私
た
ち
は
こ
れ
が
決
定
版

で
も
う
変
更
は
な
い
の
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
は
日
本

ミ
サ
の
カ
テ
ケ
ー
ジ
ス
に
つ
い
て

鹿
児
島
教
区
司
教

中

野

裕

明

司教の手紙

の
司
教
団
は
、
１
９
８
８
年
か

ら
決
定
版
に
向
け
た
検
討
を
始

め
て
い
た
の
で
す
。
そ
し
て
今

回
、
そ
の
検
討
が
35
年
後
に
結

実
し
た
の
が
、
実
は
今
回
の

「
新
し
い
ミ
サ
式
次
第
」
と
い

う
事
に
な
り
ま
す
。

こ
の
ミ
サ
典
礼
で
使
わ
れ
る

用
語
の
変
更
に
よ
り
、
私
た
ち

は
戸
惑
い
、
慣
れ
る
ま
で
若
干

時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
イ
エ
ス
が
教
会

に
残
さ
れ
た
ミ
サ
の
意
味
と
そ

の
本
質
に
ま
っ
た
く
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。
逆
に
こ
の
変
更
の

機
会
を
と
ら
え
て
、
意
味
の
分

か
ら
な
い
ラ
テ
ン
語
か
ら
、
意

味
の
分
か
る
自
国
語
で
ミ
サ
に

あ
ず
か
っ
て
も
、
あ
る
意
味
マ

ン
ネ
リ
化
し
て
い
た
部
分
に
目

覚
め
、
ミ
サ
そ
の
も
の
の
意
味

と
本
質
を
改
め
て
司
祭
が
信
徒

と
と
も
に
深
め
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
「
カ
テ
ケ
ー
ジ
ス
」

と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
「
信
仰
を
響

か
せ
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。

ミ
サ
は
、
決
め
ら
れ
た
所
作

を
忠
実
に
果
た
せ
ば
よ
い
と
い
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ミ
サ
は

キ
リ
ス
ト
と
の
出
会
い
の
秘
跡
な

の
で
、
ミ
サ
の
中
で
、
キ
リ
ス
ト

と
の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
意
味
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ル
カ
福

音
書
24
章
13
〜
30
節
を
熟
読
な
さ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
そ
こ

に
、
真
の
意
味
で
「
ミ
サ
の
カ
テ

ケ
ー
ジ
ス
」
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

10
月
９
日
（
日
）
、
10
日

（
月
）
の
２
日
間
、
鹿
児
島
カ

テ
ド
ラ
ル
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
と

つ
い
て
説
明
、
そ
の
上
で
、
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
の
危
惧
し
て

い
る
点
に
言
及
し
、
今
回
の
テ

ー
マ
決
定
の
背
景
に
は
「
教
会

の
わ
ざ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
学

校
や
幼
稚
園
、
施
設
に
お
い
て

も
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
い
う

こ
と
に
気
づ
い
て
欲
し
い
。
教

会
と
学
校
、
幼
稚
園
、
施
設
が

と
も
に
歩
む
こ
と
が
大
切
」
と

し
、
あ
ら
た
め
て
「
鹿
児
島
教

区
で
も
福
音
宣
教
し
な
い
の
な

教
区
本
部
を
会
場
に
鹿
児
島
教

区
の
全
小
教
区
の
主
任
司
祭
と

信
徒
代
表
、
ま
た
司
教
が
必
要

と
認
め
た
修
道
者
や
施
設

長
な
ど
で
、
教
区
の
重
大

な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し

合
う
「
教
区
評
議
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
会
議
は
「
小
教

区
と
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
・

幼
稚
園
・
社
会
福
祉
施
設

の
関
係
に
つ
い
て
」
（
テ

ー
マ
）
そ
の
現
状
を
分
か

ち
合
う
も
の
で
、
教
区
に

あ
る
29
小
教
区
の
う
ち
の

22
の
小
教
区
か
ら
の
代
表

と
修
道
者
２
人
の
合
計
35

人
が
中
野
司
教
の
講
話
を

聞
き
、
ま
た
分
科
会
で
テ

ー
マ
に
つ
い
て
の
現
状
を
報
告

し
、
今
後
の
小
教
区
の
そ
し
て

教
育
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
の

あ
り
方
を
探
っ
た
。

９
日
（
日
）
17
時
か
ら
始
ま

っ
た
教
区
評
議
会
出
席
者
に
よ

る
懇
親
会
で
挨
拶
し
た
中
野
司

教
は
、
出
席
者
に
今
年
９
月
、

バ
チ
カ
ン
で
あ
っ
た
司
教
研
修

会
で
の
学
習
「
福
音
宣
教
を
し

な
い
教
会
は
教
会
で
は
な
い
」

に
つ
い
て
解
説
し
、
こ
の
教
区

評
議
会
が
宣
教
す
る
教
会
へ
と

生
ま
れ
変
わ
る
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
を
願
う
と
し
た
。

翌
日
10
日
午
前
９
時
か
ら
始

ま
っ
た
教
区
評
議
会
で
は
、
ま

ず
中
野
司
教
が
講
話
を
行
っ

た
。
司
教
は
「
世
界
代
表
司
教

会
議
（
シ
ノ
ド
ス
）
」
と
こ
れ

ま
で
の
「
使
徒
的
勧
告
」
の
歴

史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
２

０
１
９
年
に
鹿
児
島
教
区
が
開

催
し
た
「
教
区
シ
ノ
ド
ス
」
に

福
音
宣
教
す
る
教
会
へ
　
教
区
評
議
会

小
教
区
と
教
育
・
福
祉
施
設
の
関
係
を
確
認

福者レオ七右衛門殉教祭
-熱い信仰に倣おう-

日時：11月13日（日）11時30分
場所：カトリック川内教会
内容：中野裕明司教司式ミサ

※
新
型
肺
炎
ま
ん
延
防
止
の
た
め
、

川
内
教
会
以
外
の
方
の
参
列
を
お
断

り
い
た
し
ま
す
。
ミ
サ
の
様
子
は
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
い
た
し
ま
す
。

神の愛を知り、神の心を受け取るた
めに、わたしたちは新約聖書と旧約聖
書を神のことばとして読み、大切にし
ます。「聖書週間」は、すべての人、
とくに信徒が、この聖書に「より強い
関心をもち、親しみ、神の心に生き
る」ようになるための週間です。

各教区では、聖書への関心を高め、
より親しむために、講演会、研修会、
展示会などの催しが計画されます。こ
のような催しに進んで参加するととも
に、自分でも積極的に聖書に近づきま
しょう。たとえば、毎日欠かさず聖書
を一章ずつ読む方法や、ミサにあずか
れなくても、ミサの聖書朗読の当日分
を毎日読む方法も勧められています。

11月20〜27日は聖書週間

みことばに触れましょう！

ら
教
会
で
は
な
い
」
と
い
う
思

い
を
心
に
刻
ん
で
神
の
国
の
実

現
に
邁
進
し
よ
う
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
た
ち
は
分

科
会
で
現
状
を
分
か
ち
合
い
、

そ
の
後
の
全
体
会
で
分
か
ち
合

い
の
実
り
を
報
告
し
た
。

教
区
評
議
会
は
そ
の
後
の
ミ

サ
で
締
め
く
く
ら
れ
、
出
席
者

た
ち
は
小
教
区
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
携
え
て
帰
途
に
就
い
た
。

今
年
の
待
降
節
第
一
主
日

（
11
月
27
日
）
か
ら
「
ミ
サ
の

式
次
第
と
第
１
〜
第
４
奉
献

文
」
の
日

本
語
訳
に

若
干
の
変

更
が
あ
る

こ
と
で
、

教
区
本
部
で
は
教
区
広
報
部
が

中
心
と
な
っ
て
、
中
央
協
議
会

と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
教
区
独

自
の
会
衆
用
「
ミ
サ
式
次
第
」

を
編
集
し
印
刷
し
た
。

完
成
し
た
式
次
第
は
、
B6
版

36
頁
。
高
齢
者
の
こ
と
も
考
慮

し
、
市
販
の
も
の
と
比
べ
て
文

字
を
大
き
く
し
て
編
集
し
、
教

区
評
議
会
後
に
各
小
教
区
に
送

ら
れ
た
。

ミ
サ
式
次
第

教
区
独
自
の
会
衆
用
冊
子

司教講話でテーマについて解説を受ける
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教区民の皆様の教区会計へのご協力、ご理解に感謝いたします。

ここ数年のコロナ感染等により様々な影響が教区会計にもありまし
たが、昨年度の収支計算書からはその改善の跡を見ることができま
す。しかしながら単年度ではなく、これまで、そしてこれから（次年
度繰越金）を考えると教区会計が苦しいことは継続しています。今後
とも教区会計へのご協力をよろしくお願いします。

教区会計部 泉 　 浩 二

2021年度鹿児島教区会計のご報告
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約
20
人
ほ
ど
だ
が
、
14
時
か
ら

鹿
児
島
市
の
繁
華
街
で
募
金
活

動
を
行
っ
た
後
、
ザ
ビ
エ
ル
教

会
を
出
発
す
る
祈
り
の
行
進

（
ザ
ビ
エ
ル
教
会
〜
西
本
願
寺

〜
照
国
神
社
）
を
し
て
い
る
。

ま
た
８
月
は
休
会
と
な
っ
た

が
、
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
宣
教
修

道
女
会
の
シ
ス
タ
ー
た
ち
の
呼

び
か
け
で
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
想

い
を
寄
せ
て
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
集
い
が
旧
司
教
館
の
庭
で
開

か
れ
、
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
宣
教

修
道
女
会
ド
イ
ツ
総
本
部
か
ら

今
年
２
月
24
日
に
始
ま
っ
た

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事

侵
攻
を
非
難
し
、
平
和
を
祈
ろ
う

と
鹿
児
島
県
の
「
諸
宗
教
の
集

い
」
が
活
動
を
続
け
て
い
る
。

内
容
は
祈
り
の
行
進
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
人
々
の
た
め
へ
の
募

金
活
動
で
、

９
月
か
ら
は

毎
月
第
１
日

曜
日
に
実
施

さ
れ
て
い

る
。
参
加
者

た
ち
は
毎
回

１
日
（
火
）
諸
聖
人

▼
み
こ
と
ば
を
祈
る
集
い
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
10
時

２
日
（
水
）
死
者
の
日

▼
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
19
時

４
日
（
金
）
大
野
和
夫
神
父
命
日
（
２
０
１
６
年
）

６
日
（
日
）
年
間
第
32
主
日

▼
カ
ト
リ
ッ
ク
唐
湊
墓
地
ミ
サ
・
14
時

▼
奄
美
地
区
死
者
ミ
サ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
納
骨
堂
前
広
場
・

11
時
（
雨
天
の
場
合
は
聖
心
教
会
）

９
日
（
水
）
ラ
テ
ラ
ン
教
会
の
献
堂

▼
メ
ニ
ッ
ヒ
神
父
霊
名
（
テ
ヨ
ド
ル
）

10
日
（
木
）
ガ
ブ
リ
エ
ル
神
父
命
日
（
１
９
７
８
年
）

13
日
（
日
）
年
間
第
33
主
日

▼
福
者
レ
オ
七
右
衛
門
殉
教
祭
・
川
内
教
会
・
11
時
30
分

▼
貧
し
い
人
の
た
め
の
世
界
祈
願
日

い
つ
く
し
み
の
特
別
聖
年
（
２
０
１
５
年
12
月
８
日
〜
２
０
１

６
年
11
月
20
日
）
の
閉
年
に
あ
た
り
公
布
さ
れ
た
使
徒
的
書
簡

「
あ
わ
れ
み
あ
る
か
た
と
、
あ
わ
れ
な
女
」
で
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
は
、
年
間
第
33
主
日
を
「
貧
し
い
人
の
た
め
の
世
界
祈
願
日
」

と
す
る
よ
う
定
め
ま
し
た
。
ご
自
分
を
小
さ
い
者
や
貧
し
い
者
と

等
し
く
な
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
に
倣
い
、
わ
た
し
た
ち
も
、
貧
し
い

人
、
弱
い
立
場
に
あ
る
人
に
寄
り
添
い
、
奉
仕
す
る
よ
う
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
不
平
等
や
不
正
義
の
な
い
世
界
の
実
現
に
向
け

て
、
具
体
的
な
わ
ざ
を
通
し
て
神
の
い
つ
く
し
み
の
あ
か
し
人
と

な
れ
る
よ
う
、
祈
り
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

15
日
（
火
）
教
区
司
祭
会
・
教
区
本
部
・
16
時

16
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
19
時

17
日
（
木
）
榊
修
神
父
命
日
（
２
０
１
４
年
）

19
日
（
土
）
青
年
会
・
鴨
池
教
会
・
18
時
30
分

20
日
（
日
）
王
で
あ
る
キ
リ
ス
ト

▼
奄
美
の
宣
教
司
牧
を
考
え
る
会

▼
世
界
青
年
の
日

▼
レ
ジ
オ
マ
リ
エ
鹿
児
島
・
谷
山
教
会
・
14
時

▼
三
木
巖
神
父
命
日
（
２
０
０
０
年
）

23
日
（
水
）
シ
ド
ッ
チ
祭
・
屋
久
島
教
会
・
14
時

26
日
（
土
）
鄭
成
淙
神
父
霊
名
（
ベ
ル
ク
マ
ン
ス
）

27
日
（
日
）
待
降
節
第
１
主
日

29
日
（
火
）
司
祭
評
議
会
・
教
区
本
部
・
14
時

30
日
（
水
）
聖
ア
ン
デ
レ
使
徒

【
司
教
日
程
】
１
日
明
光
学
園
ミ
サ
、
２
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
、

東
、
６
日
唐
湊
墓
地
ミ
サ
、
８
〜
10
日
生
涯
養
成
委
員
会
及
び
常
任

司
教
委
員
会
（
東
京
）
、
13
日
福
者
レ
オ
七
右
衛
門
殉
教
祭
、
15
日

教
区
司
祭
会
、
16
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
、
20
日
奄
美
の
宣
教
司
牧
を

考
え
る
会
、
21
日
大
神
会
議
、
23
日
シ
ド
ッ
チ
祭
、
25
日
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
講
座
、
29
日
司
祭
評
議
会
、
30
〜
１
日
常
任
司
教
委
員
会

（
東
京
）祈

り
の
意
向

【
祈
祷
の
使
徒
会
】

教
　
　
皇

苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち

日
本
の
教
会
　
海
外
宣
教
者

私
た
ち
の
心
は
、
あ
な
た
の
う

ち
に
憩
う
ま
で
、
安
ら
ぎ
を
得

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
」

と
語
る
通
り
で
す（「
告
白
」１
、

１
）。人

間
の
渇
き
が
癒
さ
れ
る
の

は
神
様
を
見
出
し
た
時
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。

詩
編
に
は
「
神
に
、
命
の
神

に
、わ
た
し
の
魂
は
渇
く
。い
つ

御
前
に
出
て
／
神
の
御
顔
を
仰

ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
か
」（
詩
編

の
罪
を
見
つ
め
る
こ
と
や
神
様

の
愛
に
応
え
る
た
め
に
回
心
の

必
要
性
を
考
え
る
こ
と
は
大
切

な
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

自
分
の
魂
・
命
が
主
な
る
神
に

飢
え
渇
い
て
い
る
か
を
問
う
て

み
た
い
も
の
で
す
。

私
た
ち
の
悔
い
改
め
を
神
様

は
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
預
言
者
イ
ザ
ヤ
は
「
主
を

尋
ね
求
め
よ
、
見
い
だ
し
う
る

と
き
に
。呼
び
求
め
よ
、近
く
に

い
ま
す
う
ち

に
」
と
語
る

の
で
す
（
イ

ザ
ヤ
55
・

６
）。
 

42
・
３
）、「
な
ぜ
う
な
だ
れ
る

の
か
、
わ
た
し
の
魂
よ
／
な
ぜ

呻
く
の
か
。神
を
待
ち
望
め
。わ

た
し
は
な
お
、
告
白
し
よ
う
／

『
御
顔
こ
そ
、
わ
た
し
の
救
い
』

と
」
と
あ
り
ま
す
（
詩
編
42
・

６
）。こ

れ
ら
の
詩
編
に
今
こ
そ
主

で
あ
り
神
の
独
り
子
で
あ
る
イ

エ
ス
様
の
御
降
誕
を
待
ち
望
む

時
で
あ
る
こ
と
を
読
み
込
む
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
 

今
月
の
末
か
ら
い
よ
い
よ
待

降
節
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
時

期
に
赦
し
の
秘
跡
に
与
る
こ
と

が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分

マ
リ
ア
賛
歌
の
中
で
「
わ
た

し
の
魂
は
主
を
あ
が
め
、
／
わ

た
し
の
霊
は
救
い
主
で
あ
る
神

を
喜
び
た
た
え
ま
す
」
と
あ
り

ま
す
（
ル
カ
１
・
47
）。
面
白
い

こ
と
に
こ
の「
魂
」と
訳
さ
れ
た

言
葉
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
語
源
は

“
喉
”で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
砂
漠
地
帯
で
の
喉
の
渇
き

は
死
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
喉
か

ら
魂
や
命
を
意
味
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。更
に「
喉

が
求
め
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら

“
渇
き
”、“
渇
望
”、
そ
し
て
“
欲

望
”
と
い
っ
た
意
味
に
も
転
じ

て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
詩

編
や
箴
言
に「
わ
た
し
の
魂
よ
、

主
を
た
た
え
よ
」
と
い
う
節
が

慣
用
句
的
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
（
詩
編
１
０
３
・
１
、
２
、

22

箴
言
１
０
４
・
１
、
35
）。

ユ
ダ
ヤ
人
に
よ
れ
ば
人
間
と

は
そ
の
魂
・
命
が
主
な
る
神
を

渇
望
す
る
存
在
な
の
で
す
。
ま

さ
に
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
そ

の
著
の
中
で
「
あ
な
た
は
私
た

ち
を
、
ご
自
身
に
む
け
て
お
造

り
に
な
り
ま
し
た
。で
す
か
ら
、

神
を
渇
望
し
て
い
ま
す
か
？

《
康
由
神
父
の
聖
書
教
室
》

（56）

会

と

催

し

11
月

宗
教
、
宗
派
を
超
え
た
祈
り
と
活
動
継
続

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平
和
を
願
っ
て

日
　
時

11
月
23
日
（
水
）
14
時
〜
17
時

場
　
所

カ
ト
リ
ッ
ク
屋
久
島
教
会
・
神
父
シ
ド
ッ
チ
上

陸
記
念
碑
前
広
場
、
小
島
区
公
民
館

内
　
容
　

⑴
ミ
サ
　
14
時
　
カ
ト
リ
ッ
ク
屋
久
島
教
会

⑵
式
典
　
15
時
　
神
父
シ
ド
ッ
チ
上
陸
記
念
碑
前
広
場

挨
拶

中
野
裕
明
司
教
、
屋
久
島
町
教
育
委
員

会
、
小
島
区
長

⑶
講
演
　
16
時
　
「
シ
ド
ッ
テ
ィ
神
父
と
屋
久
島
」
（
古

居
智
子
さ
ん
）

主
　
催

カ
ト
リ
ッ
ク
鹿
児
島
司
教
区
　
カ
ト
リ
ッ
ク
種

子
島
教
会
、
カ
ト
リ
ッ
ク
屋
久
島
教
会

後
　
援

屋
久
島
町
教
育
委
員
会

協
　
力

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
く
し
ま
未
来
工
房

問
　
合

朴
鎭
亮
神
父
〔
種
子
島
教
会
主
任
司
祭
・
℡
０

８
０
（
３
９
９
３
）
４
５
１
２
〕

シドッチ神父屋久島上陸記念祭

1984年、あがないの特別聖年に、聖ヨハ
ネ・パウロ２世教皇は大十字架（380cm）を
聖ペトロ大聖堂の祭壇脇に設置し、それを
「主イエスの人類への愛のしるし」として青
年らに託しました。以来、この十字架は巡礼
のシンボルとして諸国を旅しています。国連
が定めた国際青年年（1985年）の受難の主日
に、青年らはこの十字架とともに教皇のもと
に集まりました。そして教皇は、毎年受難の
主日を「世界青年の日」として祝うように定
め、以後2〜3年に一度WYD（ワールドユー
スデー）が開かれるようになりました。

2020年に教皇フランシスコは、各方面の要
望を踏まえ協議を重ねた結果、次年より世界
青年の日を王であるキリストの祭日に変更す
ると発表しました。祝われる日は変わります
が、この日の中心にあるのはつねに、人類の
あがない主イエス・キリストの神秘です。

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
報
告
を
聞

き
、
分
か
ち
合
っ
て
い
る
。

聖
書
愛
読
運
動
「
旧
約
聖

書
・
歴
史
編
」
完
走
者

順
秀
子
さ
ん
、
浜
田
ス
ミ
子

さ
ん
（
母
間
教
会
）
、
網
屋
澄
子

さ
ん
（
鴨
池
教
会
）
、
吉
原
俊
美

さ
ん
（
谷
山
教
会
）
、
蘇
畑
ツ
ギ

子
さ
ん
（
大
熊
小
教
区
）
、
大
山

み
ど
り
さ
ん
（
加
世
田
教
会
）
、

上
野
千
穂
子
さ
ん
（
ザ
ビ
エ
ル
教

会
）
、
中
野
和
明
さ
ん
（
聖
心
教

会
）
、
宇
田
美
智
枝
修
道
女
、
久

松
久
美
子
修
道
女
、
永
田
京
子
修

道
女
（
純
心
聖
母
会
鹿
児
島
修
道

院
）
※
10
月
12
日
現
在

11月20日は世界青年の日
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見
直
し
て
み
よ
う
」
と
い
う
き

っ
か
け
に
な
り
、
学
び
で
も
あ

り
ま
し
た
。

無
償
の
愛
・
無
条
件
の
愛
で

育
ん
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
と

力
強
さ
を
学
び
感
じ
る
事
が
で

き
、
そ
の
姿
勢
が
素
晴
ら
し
い

と
感
じ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
多

く
は
な
く
と
も
、
何
か
し
ら
子

ど
も
た
ち
に
与
え
ら
れ
る
存
在

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
沢

山
の
学
び
と
気
づ
き
を
得
る
こ

と
が
出
来
た
研
修
で
し
た
。

章
』
42
）
で
も
あ
り
ま
す
。
で

す
か
ら
、
聖
性
と
は
、
キ
リ
ス

ト
の
聖
な
る
い
の
ち
に
結
ば
れ

る
洗
礼
の
恵
み
を
豊
か
に
生
き

て
「
自
己
の
キ
リ
ス
ト
化
」
を

完
成
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た

聖
性
の
本
質
は
愛
で
す
か
ら
、

「
愛
の
完
成
」
と
も
言
わ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
そ
れ
は
人
間
の
究

極
の
目
的
達
成
で
す
か
ら
、
人

間
と
し
て
の
い
の
ち
の
完
成
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
信

徒
は
、
司
祭
や
修
道
者
と
同
じ

よ
う
に
、
「
唯
一
の
聖
性
」

（
『
教
会
憲
章
』
41
）
に
呼
ば

れ
て
い
る
の
で
す
。

⒉
信
徒
固
有
の
聖
性
へ
の
道

し
か
し
、
信
徒
は
司
祭
や
修

道
者
と
は
異
な
る
道
を
通
っ
て

聖
性
を
目
指
し
ま
す
。
信
徒
固

有
の
道
と
は
、
世
俗
に
と
ど
ま

り
、
こ
の
世
の
生
活
と
務
め
の

中
で
自
分
の
聖
化
を
目
指
す
と

い
う
こ
と
で
す
。
世
俗
の
中
で

生
き
る
こ
と
が
信
徒
固
有
の
召

命
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
信
徒
固

有
の
特
質
」
（
『
教
会
憲
章
』

31
参
照
）
で
あ
る
か
ら
で
す
。
 

ち
な
み
に
、
司
祭
は
司
祭
職

と
い
う
聖
な
る
務
め
を
果
た
す

こ
と
に
よ
っ
て
聖
性
を
目
指
し

ま
す
。
「
司
祭
に
と
っ
て
聖
性

に
達
す
る
本
来
の
道
は
、
キ
リ

ス
ト
の
霊
に
お
い
て
自
分
の
任

務
を
ま
じ
め
に
怠
る
こ
と
な
く

実
行
す
る
こ
と
で
あ
る
」

（
『
司
祭
の
役
務
と
生
活
に
関

す
る
教
令
』
13
）
。
ま
た
修
道

者
は
世
俗
の
生
活
を
捨
て
、
誓

願
に
よ
っ
て
清
貧
、
貞
潔
（
独

る
と
、
信
徒
の
尊
厳
と
い
う
も

の
が
大
変
は
っ
き
り
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
聖
性
へ
の
召
命
、
す

な
わ
ち
愛
の
完
成
へ
の
召
命
で

す
。
聖
性
は
、
キ
リ
ス
ト
の
弟

子
に
与
え
ら
れ
た
尊
厳
の
も
っ

と
も
輝
か
し
い
あ
か
し
で
す
」

（
『
信
徒
の
召
命
と
使
命
』

16
）
。
 

「
聖
性
へ
の
召
命
は
洗
礼
に

根
ざ
し
て
お
り
」
、
「
洗
礼
に

よ
る
新
し
い
い
の
ち
の
基
本
的

で
不
可
分
の
要
素
で
あ
り
」

（
同
上
）
、
す
べ
て
の
キ
リ
ス

ト
者
の
「
義
務
」
（
『
教
会
憲

身
）
、
従
順
の
福
音
的
勧
告
を

生
き
る
こ
と
の
中
に
聖
性
へ
の

道
を
求
め
ま
す
。
「
教
会
は
常

に
福
音
的
勧
告
の
公
式
誓
願
の

中
に
聖
性
へ
の
恵
ま
れ
た
道
を

認
め
て
き
ま
し
た
」
（
『
奉
献

生
活
』
35
）
。
 

教
会
の
歴
史
を
見
れ
ば
、
長

い
間
、
修
道
者
の
霊
性
が
た
だ

一
つ
の
聖
性
へ
の
道
で
あ
る
か

の
よ
う
な
誤
解
が
あ
っ
た
た

め
、
信
徒
も
教
区
司
祭
も
、
修

道
者
の
霊
性
を
一
つ
の
模
範
と

す
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
が
、

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
は
、
信

徒
固
有
の
霊
性
や
教
区
司
祭
の

霊
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
修
道
者
の
霊
性
と
の

区
別
を
は
っ
き
り
さ
せ
ま
し

た
。
修
道
生
活
が
優
れ
て
聖
性

へ
の
道
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
が
、
信
徒
に
は
、

た
と
え
ど
ろ
ど
ろ
し
た
世
俗
に

生
き
て
い
る
と
は
言
え
、
現
実

の
生
活
の
中
に
聖
人
へ
の
道
が

あ
る
の
で
す
。
 

子
ど
も
た
ち
が
様
々
な
か
た

ち
で
表
出
し
て
い
る
小
さ
な

「
叫
び
」
が
す
べ
て
な
の
か
な

と
感
じ
、
小
さ
な
叫
び
に
意
味

が
あ
る
の
だ
と
痛
感
し
ま
し

た
。日

々
の
業
務
で
時
間
に
追
わ

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
そ
う
い
っ
た
時
に
こ
そ

子
ど
も
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
お
話
に

も
あ
り
ま
し
た
が
「
自
分
の
視

界
か
ら
消
え
て
い
く
人
を
少
し

で
も
減
ら
せ
る
よ
う
な
意
識
」

を
持
っ
て
い
き
た
い
と
思
わ
さ

れ
ま
し
た
し
、
価
値
観
を
改
め

て
考
え
直
す
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
「
私
た
ち
自
身

の
日
々
の
か
か
わ
り
や
生
活
を

あ
る
テ
レ
ビ
番
組

�
�
�
�

の
中�

�

で

「
私

�
�
�

の
自
慢

�
�
�

の
彼
氏

�
�
�

」
と

い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
登
場

�
�
�
�
�

し
た

女�
�
�

の
子�

た
ち
が
彼
を
好�

き

な
理
由

�
�
�

を
語�

�

っ
て
く
れ
る
の
で
す
が
、
と
て
も
奇
妙

�
�
�
�

な
感�

�

じ
が
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
何�

�

か
を
も
ら
っ
た
り
、
し
て

も
ら
え
る
こ
と
ば
か
り
彼
女

�
�
�
�

た
ち
の
口�

�

か
ら
出�

る
か
ら
で

す
。
 

今�
�

ま
で
愛�

�

に
つ
い

て
考

�
�
�

え
て
き
ま
し
た

が
間
違

�
�
�

っ
た
愛
と
は

ま
さ
に
こ
れ
で
す
。
英
語

�
�
�

で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
得�

る
」
と
は
英
語
で
“
G
E
T
”
、
「
〜
の
た
め
」
と

は
“
F
O
R
”
で
す
。
F
O
R
 ＋
 G
E
T
 ＝
 F
O
R
G
E
T
 …

つ
ま
り
「
忘�

�

れ
る
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
分

�
�
�

を

満
足

�
�
�
�

さ
せ
る
た
め
に
相
手

�
�
�

か
ら
何
か
得�

よ
う
と
す
れ
ば
そ

の
人�

�

の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
で

す
。
「
金�

�

の
切�

れ
目�

が
縁�

�

の
切
れ
目
」
と
言�

い
ま
す
が
、

彼
女
た
ち
の
中
で
そ
の
自
慢
の
彼
氏
と
結
婚

�
�
�
�

し
て
い
る
人

は
一
人

�
�
�

も
い
な
い
で
し
ょ
う
。
 

反
対

�
�
�
�

に
正�

�

し
い
愛
と
は
こ

の
世�

に
独�

�

り
子�

を
お
与�

�

え
に

な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
神
様

�
�
�
�

の

愛
に
見�

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
も

英
語
で
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
「
与�

�

え
る
」
は
英
語
で

“
G
IV
E
”
、
「
〜
の
た
め
」

と
は
“
F
O
R
”
で
す
。
F
O
R
 ＋
 G
IV
E
 ＝
 F
O
R
G
IV
E

…
 つ
ま
り
「
赦�

�

す
」
に
な
り
ま
す
。
相
手
の
た
め
に
自

分
を
与
え
る
の
な
ら
そ
の

人
を
赦
せ
る
の
で
す
。
 

愛
と
赦
し
は
表
裏
一
体

�
�
�
�
�
�
�
�

で

す
。
愛
し
て
い
る
の
に
赦
せ
な
い
の
な
ら
そ
れ
は
本
当

�
�
�
�

の

愛
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
赦
せ
な
い
の
な
ら
本
当
に
愛

し
て
い
る
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
は
た
く
さ

ん
愛
さ
れ
て
き
た
の
と
同�

�

じ
く
ら
い
た
く
さ
ん
赦
さ
れ
て

き
た
の
で
す
。
で
も
ね
…
愛
と
赦
し
の
真�

ん
中
に
は
忍
耐

�
�
�
�

が
あ
る
こ
と
を
忘�

�

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
「
愛
は
忍
耐
強�

�

い
」
と
い
う
パ
ウ
ロ
の
言
葉

�
�
�

が
あ
り
ま
す
（
Ⅰ
コ
リ
ン
ト

13
・
４
）
。
ご
両
親

�
�
�
�
�

の
奥
歯

�
�
�

が
擦�

り
減�

ら
な
い
よ
う
に
時�

�

と
し
て
自
分
を
振�

り
返�

�

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

愛
と
赦
し
と
忍
耐
と
…

要　　理

⒈
洗
礼
に
よ
る
聖
性
へ
の
招
き

人
の
い
の
ち
は
召
命
で
す

（
パ
ウ
ロ
六
世
）
。
こ
の
召
命

は
洗
礼
に
お
い
て
よ
り
明
ら
か

に
さ
れ
、
具
体
化
さ
れ
て
「
聖

性
へ
の
召
命
」
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
が
信
徒
の
尊
厳
の
根
拠
で

も
あ
り
ま
す
。
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ

ロ
二
世
は
次
の
よ
う
に
言
わ
れ

ま
し
た
。
「
御
父
が
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
、
聖

霊
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お

与
え
に
な
る
第
一
の
、
そ
し
て

基
本
的
な
召
命
を
吟
味
し
て
み

自
分
た
ち
の
信
仰
生
活
を
も

っ
と
充
実
し
た
も
の
と
す
る
た

め
、
カ
テ
キ
ズ
ム
（
要
理
）
を

学
び
た
い
と
い
う
希
望
に
沿
う

た
め
の
一
つ
と
し
て
、
故
・
糸

永
司
教
様
が
出
さ
れ
た
「
信
徒

の
た
め
の
信
仰
生
活
指
針
」
を

連
載
し
て
き
ま
し
た
。
糸
永
司

教
様
は
、
そ
の
ま
と
め
と
し
て

２
０
０
３
年
に
「
年
頭
司
教
教

書
」
（
聖
性
へ
の
信
徒
の
召

命
）
も
執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
教
区
報
11
月
号
と
12
月

号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

信
徒
の
た
め
の
信
仰
生
活
指
針
⑦

聖
性
へ
の
信
徒
の
召
命
＝
洗
礼
の
い
の
ち
を
豊
か
に
生
き
る
た
め
に
①

「ウクライナ」支援募金 教区では、レ
デンプトール宣教修道女会とカノッサ修
道女会を通してウクライナ支援すること
にしました。郵便振替は下記の通り。

郵便振替：02030－2－8359
加入者名：カトリック鹿児島司教区
＊通信欄に「ウクライナ」と明記の事

カ
ト
リ
ッ
ク
鹿
児
島
教
区
内

福
祉
施
設
協
会
主
催
研
修
会
が

９
月
22
日
（
木
）
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
さ
れ
た
。
合
同
研
修
と

い
う
こ
の
取
り
組
み
は
、
平
成

25
年
度
か
ら
の
県
内
の
カ
ト
リ

ッ
ク
高
齢
者
施
設
の
交
流
会
か

ら
出
発
し
、
現
在
、
県
内
の
社

会
福
祉
施
設
８
事
業
所
で
の
研

修
と
な
っ
て
い
る
。

講
話
で
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
片

柳
弘
史
神
父
様
「
世
界
で
一
番

大
切
な
あ
な
た
へ
〜
マ
ザ
ー
・

テ
レ
サ
に
学
ぶ
神
さ
ま
の
愛
」

と
ク
ラ
レ
チ
ア
ン
宣
教
会
の
昌

川
信
雄
神
父
様
「
い
の
ち
と
関

わ
る
」
を
受
講
し
た
。
そ
の
他

会
員
施
設
紹
介
、
分
か
ち
合
い

が
あ
り
、
谷
山
教
会
か
ら
派
遣

ミ
サ
を
中
継
し
、
閉
会
し
た
。

研
修
会
で
無
償
の
愛
を
学
ぶ

愛
の
聖
母
園
児
童
指
導
員

海

老

原

惇

志

感想文 神
さ
ま
の
愛
と

い
の
ち
の
か
か
わ
り
を
学
習

教
区
内
福
祉
施
設
が
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

ウクライナのために送金
カリタス鹿児島

9月26日（月）定例会議を開いたカリタ
ス鹿児島では、ウクライナのために集ま
った募金からカノッサ修道女会、レデン
プトール宣教修道女会の２ルートを使
い、それぞれのルートで130万円ずつを届
けることを決め、9月30日付で送金した。


